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情報管理専門職のデータの公開、利活用のためのキュレーション・ライフサイクルのより

初期段階への関与や、研究者のインセンティブを高めるための、研究データの管理や分析、

保存を容易にしうる、包括的な支援の充実が求められている。

註
1 ) Digital Curation Centre, Curation lifecycle model, available at 
http://www.dcc.ac.uk/resources/curation-lifecycle-model
2 ) Australian Research Repositories Online to the World(ARROW) project, available at 
http://arrow.edu.au/
3 ) Dataset Acquisition, Accessibility and Annotation e-Research Technologies(DART) project, 
available at http://dart.edu.au/
Australian ResearCH Enabling enviRonment(ARCHER) project, available at http://archer.edu.au/
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3. 研究会「学校資料」

 日時：2019 年 2 月 10 日（日）

 会場：九州大学大学文書館

 プログラム

報告

  和崎光太郎／村野正景「学校資料について」

「九州大学大学文書館見学」

 学校資料、学校博物館についての研究会を開催した。

 共同研究の中核メンバーである村野正景氏に加えて、京都市学校歴史博物館の和崎光太

郎氏をお招きし、京都市における取り組みについて報告いただいた。総合討論ののち、会

場を提供いただいた折田悦郎大学文書館教授の案内で、九州大学大学文書館を視察見学し

た。

 学校資料、学校博物館は、学校という特殊な場における資料問題を提起するばかりでは

なく、学校とそれを取り巻く社会との関係という意味で興味深いテーマである。特に、学

校を支えた社会基盤が変容するなかで、学校資料の利活用を目指す取り組みにおいては、

「学校資料」の実態とその意味の吟味に加えて、現代社会における価値の再定義という実

践的課題も浮かび上がる。学校資料については、本共同研究として、継続的に取り組む予

定である。

 以下では、学校資料が提起する諸問題について、報告者を代表して、村野正景氏にあら

ためて書き下ろしいただいた論考を掲載した。これに加えて、共同研究全体の趣旨との関

係という観点から、研究代表者が書き下ろしたコメントを付け加えた。
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